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第１回アジア・太平洋水サミット
２００７年１２月３日（月）、４日（火）に大分県（別府市）で開催予定。森喜朗元総
理が会長を務める非営利ネットワーク組織の「アジア・太平洋水フォーラム」が主催。

アジア・太平洋地域４７ヶ国において、各国政府首脳級及び国際機関代表等を含
めたハイレベルが、世界の水問題の解決やアジア地域における国連ミレニアム
開発目標等の達成を目的として、水に関して幅広い意見交換を行う。

具体的な課題として、水インフラと人材育成、災害管理及び発展と生態系のため

の水の３つを取り上げる。

世界水フォーラム

世界の重大な水問題を討議するために、World Water Council（ＷＷＣ：世界水会
議）が主催する会議。３年に一度、３月２２日の「世界水の日」を含む時期に開催。

日本は、２００３年に第３回世界水フォーラム（於：滋賀、京都、大阪）を主催するなど、
水に関 する国際的および地域的取組・協力に主導的役割を果たしてきた。 （第３
回世界水フォーラム事務局名誉総裁：皇太子殿下、会長：橋本元総理）

第４回は２００６年３月に 「地球規模の課題のための地域行動」をテーマとしてメキシ
コで開催。

第４回世界水フォーラム

会場予定地（大分県別府市）

日中環境協力共同宣言

２００７年４月日中首脳による会談において、「飲料水源地保護を強化し、河川・

湖沼・海洋・地下水の汚染を防止し、特に渤海・黄海区域及び長江流域などの

重要水域における水質汚濁防止について協力を実施する」ことで一致。
日中首脳会談

②世界の水問題の解決に向けた国際的取組（その２）
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①人と自然が元気な郷づくり（その１）

里地里山は、人間の生活と生産活動
を通じて形成された、モザイク的な土
地利用（空間）により構成されている

土地利用の例
コナラ林、アカマツ林、水田、
ススキ草原、ため池等

○幼生の時代は水中で暮らし、
成長すると林や草原で暮らす
トンボやカエル
○森林に営巣し、餌は草原や水田
で捕るオオタカなどの猛禽類

にとって、最適な生息場所

里地里山が多様な生きものを育む理由

５．自然の恵みを活かした活力溢れる地域づくり
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①人と自然が元気な郷づくり（その２）

居住空間

農産物生産

林産物生産

自然体験・生産体験

里地里山と人びとの生活の関わり 伝統的知恵の継承

生活文化・地域社会




